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１　はじめに
歌う、リズムをとる、音楽に合わせて身体表現をす

るなど、音楽表現活動は子どもたちの生活と密接な関
わりを持っている。それゆえに、幼稚園教諭や保育士
として幼児と触れ合う際には、音楽表現指導を実践す
ることが求められる。ここでは、子どもたちの生活の
中に音楽が存在しているからという理由にとどまらず、
音楽表現をより積極的かつ教育的に活用していくこと
が求められよう。

長年にわたって保育園における表現指導を継続して
きた大槻は、「表現は人間を解放する」という理念のも

と、表現活動は「しなやかな強靭さ、豊かな創造性を
身につけていくという、心身の開放へ向ける子どもと
教師の実践の場」であると述べている（大槻、1998、
p.1）。音楽表現指導によって、大槻の示すような子ども
たちの豊かな成長を願うからこそ、幼稚園教諭および
保育士の高い音楽表現指導の能力が必要とされると考
えられる。

幼児に対する音楽表現活動としては、音楽に合わせ
た身体表現の活動を多く取り入れることが有効であろ
う。神原は、音楽は快感を導くものであり、“動き”が
音楽学習の原体験であると述べ、身体的な反応と情動
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本研究においては、幼稚園教諭および保育士養成課程において開講されている「音楽表現指導法」を受講している
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ついて検討した。

その結果、授業において、学生は自身の音楽表現の向上を念頭に置いたさまざまな工夫や心理的側面の変化を体験
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との関わりを指摘し、動きながら聴くなど、動きの体
験を音楽理解に導く方法を提案している（神原、2009、
p.10-14）。このように、幼児に対する音楽表現指導にお
いては、身体の動きを関わらせることが重要であると
言えよう。

本学においては、幼稚園教諭・保育士をめざす学生
の必修科目として「音楽表現指導法」が設定されてお
り、学生個々の音楽表現指導に関する能力の向上をめ
ざしている。ここでは、長年にわたってオペレッタを
実施してきており、総合表現としてのオペレッタに向
けて、歌唱やリズムなどの体験とともに音楽に対応す
る動きの感覚を身につけながら、クラス全体で一つの
オペレッタをつくり上げる体験をさせている。

筆者は、１年生３クラス（各クラス50名弱）を対象と
した「音楽表現指導法」の授業を過去３年間にわたっ
て担当してきている。本研究においては、2009年度後期
の３クラスのうち１クラス（45名）を対象とし、授業に
おいて学生がどのような学びを体験しているのか、ま
た、学生がこうした学びを教育実践現場に向けてどの
ように活用できるととらえているか、以上の二点につ
いて検討することを目的とした。

２　授業の概要
「音楽表現指導法」の授業計画として、筆者は、学

生の「歌唱」・「リズム」・「身体表現」の３つの能
力の向上を念頭に置き、最終的にはこれらを組み合わ
せた総合表現としてのオペレッタを完成させるという
流れをとった（表１）。

この際、音楽に対応する身体表現の感覚や、身体表
現による創作活動に時間を割くことにより、オペレッ
タ実践においてスムーズに身体表現を活用できるよう
計画した。授業で行った各内容について簡単に述べた
い。
（1）優れた実践から学ぶ

学生にとって、保育園などで音楽表現活動を実践し
ている子どもたちの姿をみることは、本授業を受けて
いく上での大きなモチベーションとなるであろう。そ
こで第１回目の授業において、歌唱・身体表現・オペ
レッタなどにおいて優れた音楽表現活動を展開してい
る、岐阜県の美濃保育園の実践に関する映像を取り上
げた。
・０・１歳児：音楽に合わせて汽車になったり動物の
真似をするなど、簡単な身体の動きを伴った表現の様
子をみることができる。
・２歳児オペレッタ「三匹のこぶた」：保育士がセリ
フを読み上げ子どもたちに呼びかける中、子どもたち
全員がこぶた役を演じる。
・２歳児と５歳児のリズム遊び：５歳児が２歳児とペ
アまたはグループになって、音楽にのって身体表現を
行う。２歳児と５歳児の動きの違いがよくあらわれて
いる。
・５歳児オペレッタ「あほろくの川だいこ」：保育士
はほとんど関わらず、子どもたちだけで演じる。多様
で質の高い身体表現ならびに高い歌唱能力の様子をみ
ることができる。
（2）歌唱、手遊び、遊び歌

幼稚園教諭および保育士にとって、歌唱は日々行わ
れる重要な活動の一つとなる。そこで、学生の歌唱技
能の向上をめざし、先に挙げた美濃保育園でよく歌わ
れている＜機関車のうた＞（保坂純子作詞・丸山亜季
作曲）、＜ファララ＞（外国曲・梶山正人訳）を取り上
げた。深いブレスによる腹式呼吸を意識させるよう指
導するとともに、授業の始めに毎回歌うこととした。

また、＜茶つみ＞（文部省唱歌）、＜アルプス１万
尺＞（アメリカ民謡）、＜十五夜さんのもちつき＞（わ
らべ歌）、＜線路は続くよどこまでも＞（アメリカ民謡）
などの手遊び歌、＜ビンゴ＞（外国曲）、＜幸せなら手
を叩こう＞（外国曲）などの遊び歌を取り上げ、リズ
ムにのって身体表現をすすめるための基礎とした。

第１回
第２回
第３回
第４回
第５回
第６回
第７回
第８回
第９回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

優れた実践から学ぶ

歌唱、手遊び、遊び歌

音楽に合わせた身体表現

身体表現を活用した創作表現

音楽に伴う多様な身体表現

ボディ・パーカッションを活用した創作表現

オペレッタ「おむすびころりん」

まとめ

表１ 授業の概要
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（3）音楽に合わせた身体表現

先に挙げた手遊び歌、遊び歌に合わせて、スキップ、

ツーステップ、ギャロップほか、音楽にのせてステッ

プを踏んだり、いくつかのフォーメーションを体験さ

せた。こうした活動は、毎回授業の始めのウォーミン

グ・アップとして最終回まで継続して行った。

（4）身体表現を活用した創作表現

これまでに身につけた様々なステップやフォーメー

ションを活用および応用して、７～８人グループで創

作活動すすめ、発表会にて互いの表現を鑑賞した。楽

曲は、情景をイメージしやすい＜森の鍛冶屋＞（川口

蕗香作詞・ミヒャエリス作曲）を取り上げた。

（5）音楽に伴うさまざまな身体表現の鑑賞

学生各自に一層自らの表現を高めたいと意識させる

ため、プロフェッショナルな表現について鑑賞を行っ

た。取り上げたのは、ミュージカル「アニー」、「ストン

プ」のボディ・パーカッション部分（アフリカ･ボツワ

ナ、N.Y.、南アフリカ）である。

（6）ボディ・パーカッションを活用した創作表現

楽器がなくとも自らの身体を使って音楽表現が可能

であるという点において、ボディ・パーカッションは

幼児の音楽表現にも活用できるであろう。また、身体

を通したリズム表現に関する新たな視点を得る機会に

なると考えた。＜リズムのロンド＞（カール・オルフ

作曲｢子どものための音楽｣より）の一部を取り上げ、７

～８人グループで創作活動をすすめ、発表会にて互い

の表現を鑑賞した。

（7）オペレッタ「おむすびころりん」

これまでの音楽表現体験をもとに、総合表現として

オペレッタをクラス全体で実践した。教材は、幼児の

ためのオペレッタとして作曲された（セリフを含む）、

梶山正人の作品を取り上げた。おじいさん役とねずみ

役としてクラスの半分ずつに分けて演じた。この際、

ほとんどの動きは筆者が指示したものだが、一部、グ

ループにて創作表現を取り入れた。

３　調査１：授業時の学生の学び
（1）目的と方法

身体表現を活用した創作表現およびオペレッタ実践

を通して、学生がどのような体験をし、どのように感

じているのか、学生の授業時の学びについて検討する

ことを目的とした。

身体表現を活用した創作表現、オペレッタの発表会

を行った後の感想（自由記述）を分析することとした。

分析の際には、自由記述の中から主となるキーワード

を見つけ出し、カテゴリーとしてまとめるとともに、

学生の記述の抜粋を例として挙げた。この際、オペレ

ッタ実践に関しては、先に分析する身体表現を活用し

た創作表現と重複が予測されたため、類似した内容は

省くこととした。

（2）結果と考察

①身体表現を活用した創作表現における学び（表２）

グループの中で話し合いながら、表現のための工夫

を重ねていった学生の様子が伺える。例えば、「歌詞内

容と動きを連動させた表現」を目指すことにより、見

ている人にイメージが伝わるよう心がけている様子や、

学生同士でさまざまな「アイディア」を出し合い、そ

れらを一つの表現に集約しようとする営みがみられた。

また、「皆でそろって表現」することを念頭に置き、グ

ループ表現を向上させようとしていた。こうした中で、

「子どもの発達段階」を意識し、子ども向けの動きを考

案しようとする姿があった。

また、活動開始から発表会に至るまでに、学生の心

理的側面にはさまざまな変化があったことが伺える。

なかなかアイディアが出なかったり考えがまとまらな

い「困難」や、これらの困難を乗り越えたからこその

「達成感や喜び」を感じている。こうしたプロセスにお

いて、グループ・メンバーとの「心理的距離」を縮め

たり、次第に、身体表現に対する「恥ずかしさ」を軽

減していったようだ。また、授業における初めての発

表会であったため、人前で表現する「恥ずかしさ」や

「失敗」を体験し、これらを克服していきたいとする気

持ちの芽生えもみられた。学生の表現に対する消極的

な気持ちは、グループでの創作表現活動および発表会
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を通して、次第に積極的な姿勢へと変化していったと

考えられる。

②オペレッタ実践における学び（表３）

オペレッタは、様々な要素が組み合わされた総合表

現である。学生は、「ストーリー」の流れに沿って場面

ごとの動きを表現することで、物語に引き込まれてい

った様子が伺える。このような中で、「歌・動き・セリ

フの一体化」の重要性とその楽しさを感じることがで

きたようである。また、一つの作品をクラスの「皆で

つくりあげていく」喜びや達成感、音楽表現活動にお

ける「子どもの立場や気持ち」を考えるような視点が

生まれたことが伺える。

４　調査２：教育現場での活用に向けたとら
え方

（1）目的と方法

学生は、将来自分が教育現場にて音楽表現指導を行

う際、教える側として子どもの立場を意識する必要が

ある。この授業における体験を学生がどのように活用

していくことができるのか、教育現場での活用に向け

た学生のとらえ方について検討することを目的とした。

授業の最終回（第15回目）に、以下の質問に対する自

由記述を求めた。

質問１：本講義で行った内容は、子どもたちの成長にど

のように役立つと思うか。

質問２：本講義で行った内容は、幼稚園教諭や保育士と

なった時にどのように役立つと思うか。

この際、３つのキーワードを挙げ、それぞれについ

て１～２行で説明させた。分析の際には、自由記述の

中から、その説明の中心となるキーワードを挙げ、カ

テゴリーとしてまとめるとともに、学生の記述の抜粋

を例として挙げた。

（2）結果と考察

①質問１について

授業で行ったような音楽表現活動について、子ども

たちの成長にどのように関わらせることができるのか、

学生からの様々な意見が出された。記述内容について、

a.表現力、b.心理的側面、c.身体的発達の３つに分類した。

a．表現力（表４）

子どもたちの表現力の向上に関わる事項として、「表

現の楽しさ」や「演じる楽しみ」、「共に表現する楽しみ」

など、音楽表現指導を通して、表現の楽しさを学ばせ

たいとしている。歌唱指導では、友達と共に大きな声

で歌わせることによって音楽を表現する楽しみを感じ

させることができる。オペレッタ指導においては、演

じることによって全く違う世界にひたれるような機会

をもたせることができると述べている。また身体表現

に関する指導においては、自分の身体で表現する楽し

さを体感させるとともに、言葉の代わりに自らの考え

や気持ちを表現するツールにできることを認識してい

る。こうした中で、子どもたちに「リズム感」などの

基礎的な能力や、より表現を豊かにするための「想像

力」などを身につけさせていくことができるとしてい

る。また、音楽表現によって、子どもたちの「個性」

が表出されることを予測している。

b．心理的側面（表５）

音楽表現指導による子どもたちの心理的側面につい

ては、共に歌ったり手遊びをする際に「コミュニケー

ション」能力が向上することや、身体表現によって子

どもたちが「自分の身体への理解」を深めたり、リズ

ム学習おいて「集中力」を高められるとの意見もある。

また、子どもたちがオペレッタなどを皆でつくりあげ

ていく際の「協調性」や作品として完成させた時の

「達成感や喜び」を挙げている。こうしたさまざまな表

現活動は、子ども個々の「自信」につながっていくこ

とを予測している。

c．身体的発達（表６）

音楽表現活動は、子どもたちの「身体の発達」に大

きく影響するとの意見が多く挙げられた。身体表現指

導におけるステップを踏む活動は身体を大きく使う機

会となるため、運動機能の発達に関わっており、手遊

びは手指の発達に役立つと予測している。歌唱指導に

よって子どもたちが腹式呼吸を実践することができれ

ば、肺活量の増加が見込まれ、走ったり水泳をする際

にも役立てられる。また、歌唱によって語彙が増え、
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言葉をスムーズに発する練習になるなど、「言語の発達」

にもつながるとしている。その他、リズム感を身につ

ければなわとびなどにも応用できるとの考えや、オペ

レッタにおいて役になりきってイメージすることが脳

への何らかの刺激になりそうだとの意見もある。

②質問２について（表７）

授業で体験した内容は、学生が音楽表現指導をする

側に立った時に、どのように活用することができそう

かという予測について、各指導項目に分類し検討した。

「身体表現指導」については、子どもたちが自身の身体

を活用して、自分たちの思いを伝えるような指導をイ

メージしている。また、授業における創作表現の体験

は、「振りつけ指導」に結びついており、お遊戯会など

で自分なりにいろいろなアイディアを生み出しながら、

子どもの発達段階に合った振りつけを考案したいとす

る気持ちがみられる。「オペレッタ指導」では、団体で

一つの表現をつくり上げる良さ、歌詞や場面に即して

演じる楽しさを伝えたいとしている。その他、授業で

行ったようなステップやボディ・パーカッションによ

る「リズム指導」、日々の生活の中で繰り広げられる

「歌唱指導」、雰囲気づくりやコミュニケーションに活用

できる「手遊びや遊び歌の指導」などがあげられた。

このような中、発声の仕方やステップをはじめとし

た身体表現など自己の表現技能の向上、アイディアを

出す発想力、恥ずかしいという気持ちの克服など、学

生自身の「自己の成長」について挙げられていた。こ

れらは、現場に出て指導にあたる以前に、自己変革の

必要性があると認識しているためであろう。

５　まとめ
本研究においては、「音楽表現指導法」の授業におい

て、学生がどのような学びを体験しているのか、また

授業終了時に、学生がこの授業における体験をどのよ

うに役立てられると考えるに至ったかについて検討し

た。筆者は、「音楽表現指導法」の授業目的として、第

一に学生の音楽表現能力の向上、第二に学生各々に子

どもたちに指導する側としての意識を持たせたいと考

えてきた。

学生の音楽表現能力の向上をめざしていくために、

学生の授業時の学びについて検討した結果、学生は、

自分たちの表現を高めるためのさまざまな工夫を試み

たり、音楽表現の良さについて自分なりの意見を持つ

ことができていた。また、表現をつくり上げていくプ

ロセスにおける困難や他者との関わり、達成感や喜び

など、さまざまな心理的側面の変化を体験しながら、

自己の成長を認識していることが明らかになった。

授業における体験を学生がどのように教育実践現場

に応用していけるのか、学生各々の「音楽表現指導」

の意識については、子どもの成長に音楽表現を活用で

きそうだとする様々な意見が挙げられた。学生は、子

どもたちのために、自分だったらどのような指導によ

って何ができそうかということを予測していた。ここ

では、子どもたちの音楽表現の向上をはじめとして、

音楽表現指導によって子どもたちの心理的側面にもは

たらきかけることができると認識していた。さらには

音楽表現指導が身体的発達にも様々な効果をもたらす

との意見が多く挙げられた。これらには、子どもたち

の成長を願う学生の純粋な気持ちがあらわれていると

思われる。

学生が今のこのような気持ちを忘れずに、教育実践

現場に出た時に、少しでもこの授業が役立つことを願

いたい。

今後は、「音楽表現指導法」における学生の学びにつ

いて他の角度から分析しながら、学生の音楽表現能力

の向上および指導する側としての意識の持ち方につい

て、さらに検討していきたい。
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表２ 身体表現を活用した創作表現における学び

表３ オペレッタ実践における学び
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表４ 子どもの成長にどのように役立つか：a.表現力
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表５ 子どもの成長にどのように役立つか：b.心理的側面

表６ 子どもの成長にどのように役立つか：c.身体的発達
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表７ 本授業の体験をどのように活用できるか



千葉経済大学短期大学部研究紀要　第７号

－ 120 －

【引用文献】

・大槻志津江 「子どもの心が躍るとき－表現へのこだわ

り－」 横須賀薫・梶山正人・松平信久 『心をひらく表現活

動！遊びとともに』 東京：教育出版 1998

・梶山正人 「おむすびころりん」『梶山正人オペレッタ曲集

かたくりの花』 pp.20-27 東京：一莖書房 1991 

・神原雅之（編著） 『世界の歌を遊ぶ リトミック・ゲーム

67選』 東京：明治図書 2009

【映像資料】

・『アニー』 コロンビア・ピクチャーズ 2004

・『ストンプ・オデッセイ～リズムは世界を巡る～』

GLVisual 2002

・『美濃保育園の歌とオペレッタ』 東京：一莖書房 2008


